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生活者ネットワークの活動は、カンパとボランティアで
支えられています。カンパは、1口1,000円からいくらで
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皆さんとともに区長に申し入れ書を渡す関口江利子（右端）

「石けん」と「合成洗剤」
石けんの起源は約1万年前。天然油脂・脂肪
酸を原料として作られたもので、生分解して自然
に戻るものです。合成洗剤は、第一次大戦中油
脂の欠乏により、主に石油を原料として高温、高
圧、化学的に製造された自然界には存在しない
合成界面活性剤です。原材料が天然油脂でも
合成洗剤があります。
　表示を見て、純石けん分（脂肪酸ナトリウム、
脂肪酸カリウム、石けん素地）などと書いてある
のが、石けんです。界面活性剤（アルキルベンゼ
ンスルホン酸ナトリウム・・・）など、カタカナが並
んだ複雑な化学物質が主成分となっているのが、
合成洗剤です。

子
ん

子
ち
み
中
田

福祉保健常任委員会
地方分権・本庁舎整備
対策等特別委員会

文教常任委員会
災害・防犯・オウム問題
対策等特別委員会

区民生活常任委員会
オリンピック・

パラリンピック等
特別委員会

子
り
え
井
金

～2021年都議会議員選挙～～2021年都議会議員選挙～

を
声
の
ち
た
私

！
へ
会
議
都

世田谷・生活者ネットワークは、区政と都政をつなぐために
2021年東京都議会議員選挙に向けて、候補予定者に
関口江利子を選任し、東京・生活者ネットワークが擁立
を決定しました。
特別区である世田谷では解決できない課題がたくさん
あります。都政に私たち生活者の声を届けます！

エネルギー、地球環境、資源、人権……すべてのことは、暮らしの
中で繋がっています。どんな人でも一人で生きていけないのは当たり
前、だれでも当たり前に頼り合え、自立と尊厳が守られ、すべての人
が能力を発揮して活躍できる社会に変えていきたいです。
小学校で公害問題を学んでから、地球環境を守ることに興味を持

ちました。祖父・祖母・父が原爆被爆者であることから、戦争と核を取
り巻く情報操作の問題に関心を持ち、大学で情報論を学んできました。
原子力エネルギーを利用した発電への疑問は今も最大のテーマです。
原爆症で早世した祖母に寄り添いたくて、高齢者への自立支援ボラ

ンティアに従事しました。介護士の資格を取り、障がい児や精神疾患者
のケアを行う中で、さらに
社会への問題意識を持つ
ようになりました。
生活と政治をもっと近づ

けるために、市民の声を発
信していきます。

　　　　 関口江利子

私の決意
1974年　広島県呉市生まれ(46歳)
1993年　安田女子高等学校 卒業
1998年　成安造形大学 情報デザイン
                    学部映像学科 卒業
1999年　 設計デザイン事務所(株)SDで、

リビパ合連際国で」博球地・愛「
                   オン(国連館)、企業歴史館、展示
                    施設など多数担当
2011年　生活クラブ生協加入
2013年 コープこうべ高齢者等自立支援

動活で」会のい合け助のしらく「
2016年　生活クラブ生協都市生活 理事
2018年　世田谷区社会福祉事業団ホー
                   ムヘルプサービスで活動
2019年　23区南生活クラブ生協 理事
2020年　世田谷・生活者ネットワーク
                    都政担当政策委員

家族：夫・娘・柴犬・金魚
上用賀4丁目在住
小学校PTAバレーボール部在籍

関口江利子
都政にチャレンジ！！

せ き ぐ ち 　  え り こ

関口江利子
都政にチャレンジ！！

せ き ぐ ち 　  え り こ

関口江利子プロフィール
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が
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と
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Ｃ
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ど

食。
す
で
配
心
が
種

自
料

給
率

止
が
入
輸、
本
日
の
％

れ
ま

ば

食
料
危

が
機

す
ま
れ
さ
惧
危

。生
産

が
卓
食
と
地

に
ち
た
も
ど
子、
れ
離

は

と
者
産
生

の

な
つ

が
物
べ
食
や
り
がれ

ら
作
に
う
よ
の
ど
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猛
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検
Ｒ
Ｃ
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９
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い
が

従
の

が
障
や
設
施
護
介、
者
事

施
者
い

設
活
生
団
集、
方
る
す
所
入
く
し
新
に

を

す

施
護
養
童
児
る

所
護
保
時
一
や
設

ま
ど
な

る
げ
広
を
象
対
も
で

う
い
と

。
す
で
の
も

を
体
検
の
数
複

分
に
時
同

析
機
に量

大
し
減
削
を
費
経
で
と
こ
る
け
掛

査
検

す
に
能
可
を

」
施
護
介
も
国。
た
し
ま
れ
ら
送
見
は

設
的
会
社
「の
で
団
集
ク
ス
リ
イ
ハ
等

検

症
無

能
可
が
査
検
の
へ
者
状

。
す
ま
い

ら
か
派
会
部
一

社
「の
こ

会

検
的

」
査が

議
動
対
反
の
算
予
正
補
る
す
対
に

生。
た
し
ま
れ
さ
出

ワ
ト

高
い
早
も
日
一、
は
ク

命
の
者
齢

を
守

実
の」
査
検
的
会
社
「る

め
求
を
現

補

、
成
賛
に
算
予
正

Ｐ

充
拡
査
検
Ｒ
Ｃ

の可
で
数
多
成
賛
は
算
予
正
補
の
め
た

。
た
し
ま
し
決

題
課
と
果
成
の
査
検
的
会
社10

齢
高
た
め
始
れ
さ
施
実
ら
か
月

検
斉
一
の
で
設
施
者

、
は
で
査

に
既

職見
発
が
者
性
陽
の
状
症
無
に
中
の
員

と
源
染
感、
れ
さ

ち
う
い
な
ら
な

の
休

職

が
養
療

検、
だ
ま。
す
ま
い
て
き
で

万
１
が
用
費
査

が
の
い
高
と
上
以
円

れ
ら
げ
下
を
価
単
り
よ。
す
で
点
難

る効、
ど
な
る
す
案
提
を
法
取
採
体
検

を
案
提
け
向
に
実
充
の
策
対
な
的
率

。
す
ま
い
て
け
続

谷
田
世
た
し
化
強
を
制
体
査
検

区

染
感
の
々
日
の

比
に
区
他、
は
数
者

べが
上

方
の
症
軽

と
い
多
が

聞

ま
い
て
い

。
す

、
で
制
体
査
検
の
期
早

て

。
す
ま
い 20

30

て

。
す
ま

の
会
社
素
炭
脱

て
け
向
に
現
実

」
言
宣
態
事
常
非
候
気
「

！
現
実

０
５
０
２

実
量
出
排
２
Ｏ
Ｃ
の
年

８
９
１
界
世、
は
ロ
ゼ
質

リ
パ
る
す
加

標
目
の
定
協

世。
す
で

10

16

ら
か
と
こ
る
あ
が
要
必
る
め
進
を「

、
い
行
を」
言
宣
態
事
常
非
候
気

気

策
応
適
の
へ
機
危
候

策
和
緩
と

を
進

と
こ
る
め

ま
き
て
し
案
提
を

。
た
し

世、
に
日

月

「は
区
谷
田

候
気

態
事
常
非

行
を」
言
宣

い
ま

た
し

今。
若
や
も
ど
子
う
担
を
来
未、
は
後

の
者

取
や
画
計
な
的
体
具、
し
か
活
を
声

組
り

世
多
を
み

づ
場
る
え
考
で
代

く

。
す
で
要
必
が
り

ど
な
ク

き
大
も
に
的
際
国

題
問
な

にみ

分、
ず
ま
進
か
な
か
な
が
減
削
の

せ
別

る
い
て
し
却
焼
ず

少
数

治
自
い
な

体

。
す
で

由
物
棄
廃

来

Ｃ
の

Ｏ

出
排
２

量

る
す
に
ロ
ゼ
を

は
に
め
た

「

ラ
プ

ご

言
宣
ロ
ゼ
み

す
を」

。
す
で
き
べ

プ
ラ

化
を

作

し
成

。
た
し
ま
し
望
要
を
と
こ
す
示
に
民
区

に
場
工
掃
清
谷
田
世

は
炉
却
焼
な
模
規
大

い
な
ら
い

新設されたペットボトルを減らすため
の「給水スポット」を使う田中みち子

マウスシールドを着用して
質問に立つ高岡じゅん子

ス
が
働
稼、
れ
漏
が
ン
シ
キ
オ
イ
ダ

くガ
場
工
掃
清
谷
田
世
の
け
ら
だ
題
問

廃
を
炉
融
溶
化
ス

後
年
６、
て
し
に
炉

ら
か

が
告
報
る
え
替
て
建

ま
れ
さ
出

し

は
の
た
れ
さ
示
し
か
し。
た

れ
こ、

ま

で

焼
の）
ン
ト
０
０
６
（模
規
の
倍
２
の

却

、
り
あ
で
案
炉

京
東

進
が
国
や
都

め

て向

の
も
る
す

分
処
終
最。
す
で

量

減
を

ら

は
に
す

肝
が
収
回
別
分

、
り
あ
で
要

規
大

設
建
を
炉
却
焼
模

で
と
こ
る
す

は

十
二。
ん
せ
ま
り
あ

一
掃
清
区
三

部

事

組
務

案
提
の
合

せ
に
み
呑
鵜
を

ず
、

を
環
循
域
地
の
類
衣

て
し
指
目今

新
は
度
年

ス
ル
イ
ウ
ナ
ロ
コ
型

の
症
染
感

な
着
古、
で
響
影

主
の
ど

な
ジ
ア
南
東
る
あ
で
法
手
ル
ク
イ
サ
リ

ア

制
規
が
出
輸
の
へ
国
諸

さ

い
て
れ

ま
す
。

に
者
業
事
収
回

大
が
類
着
古

滞
に
量

し
留

あ
も
ス

て
出
が
響
影
の
へ
ど
な
収
回
団
集、
り

み
ご。
す
ま
い

量
減

ル
ク
イ
サ
リ
・

推

存
既
の
ど
な
会
員
委
進

と
動
活
の

すイ
サ
リ
の
着
古
に
ら
さ、
つ
つ
け
分
み

検
を
法
手
な
た
新
る
め
進
を
ル
ク

討

。
す
ま
り
あ
が
要
必
る
す

！！

伝
遺。
た
し
ま
り
な
に

組
子

換

食
え

品

対
務
義
示
表
の

象

目
品

見
年
毎、
は

直
し
が

行

て
れ
わ

い

。
す
ま

ゲ
ノ
ム

編
集

新
う
い
と

技
な
た

術

た
し
ま
き
で
も

。

で
カ
リ
メ
ア
は
れ
こ

は

Ｏ
Ｍ

れ
ば
呼
と

い
て
ま
す

、
が
日

は
で
本

遺
伝

組
子

え
換

な
は
で

れ
さ
と
い

示
表

も
務
義

あ

。
ん
せ
ま
り

残

薬
農
留

緩
も
準
基
の

わ
い
と
い

れ
る

だ
産
内
国、
本
日

か

と
心
安
ら

も
言
い
切

。
ん
せ
ま
れ

材
食
食
給

に
つ

て
い

状
現

合
に
わ

対
た
せ

直
見
の
応

し

で
要
必
が

す
残。

区
ら
が
な
念

の
答
弁

は
前
向

し
で
ん
せ
ま
り
あ
は
で
き

。
た

一

ら
か
た
め
決
度

ま
の
そ

の
い
い
で
ま

は
で

ど
子、
く
な

ち
育
の
も

に

良
り
よ

い
の
も

安
り
よ、

な
心

も

予
を
の

防
原

に
則

基

い
で
ん
選
て
い
づ

と
き
べ
く

訴

。
す
ま
け
続
え

で
要
必
が
会
機
ぶ
学
を
農

。
す

産
地

で
け
だ
消
地

ま
は

き
い
な
か

れ

田
世
い
な

食
給、
区
谷

材
食

も
に

自

治

入
り
取
を
携
連
間
体

者
産
生
れ

と

見
の
顔

え

ど
子、
り
作
を
係
関
る

も
の

確
を
心
安、
頼
信
の
へ
材
食
と
び
学

保
養
栄。
す
ま
え
考
と
い
し
ほ
て
し

面
の

と
に
け
だ
育
食

ど

つ
と
農、
ず
ら
ま

な

を
育
教
農
食
る
が

。
た
し
ま
め
求

と
及
普
の
費
消
ル
カ
シ
エ

を
育
教
ｓ
Ｇ
Ｄ
Ｓ

賃
工
や
働
労
童
児、
て
し
と
題
課
的

大
で
国
外
い
低
の

大、
し
産
生
量

量
あ
が
ル
ク
イ
サ
の
棄
廃
量
大、
費
消

り
の
択
選
す
出
け
抜
ら
か
こ
こ。
す
ま

た

」
ル
カ
シ
エ
「は
に
め

的
理
倫
（

費
消

）
し
発
啓
く
広
を
と
こ
る
あ
が
度
尺
の

て持
（ｓ
Ｇ
Ｄ
Ｓ、
で
要
必
が
と
こ
く
い

能
可
続

標
目
発
開
な

も
に
成
達
の）

つ

。
す
ま
り
が
な

費
消
ル
カ
シ
エ

す
識
意
を

か

る
な
と
け

認

ク
な

普
か
な
か
な
は
ど

ま
い
て
し
及

ん
せ

。
課
的
会
社
が
動
行
費
消
の
ち
た
私

題

「る
が
な
つ
に
決
解
の

消
ル
カ
シ
エ

」
費

、
つ
つ
め
広
に
ら
さ
を

Ｄ
Ｓ

Ｇ
の
ｓ

理な
れ
さ
残
り
取
り
と
ひ
誰
る
あ
で
念

を
み
組
取
た
け
向
に
現
実
の
会
社
い

も
ど
子。
た
し
ま
め
求
う
よ
る
め
進

た

Ｄ
Ｓ
の
へ
ち

Ｇ
教
ｓ

た
の
育

教
の
め

材
と
う
行
を
修
研
け
向
員
教
や
成
作

の

。
た
し
ま
得
を
弁
答

収
加
追
を
報
情
の
店
個
内
区
に
報
情

す

き
向
前
の
と
る

し
ま
得
を
答
回
な

た
。

し
携
連
と
部
業
産
済
経

内
区

リ

を。
た
し
ま
し
案
提
も
ど
な
と
こ
る
く
つ

要
必
に
別
分

の
設
施
な

地
用

を

清
谷
田
世

掃る
す
保
確
に
内
場
工

。
た
し
ま
し
望
要
と
こ


